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^ |
^

含

« '
け

'た

る

が

>

猪

谷

氏

，の

如

ぎ

，但

ょ

ぅ

こ

ゆ

，

■

の

，詉

解

を

W I
く

に

 

至

ゲ

て

は

少

し

< -
:

心

外

の

事

R

,
覺

 

>を

ゲ

.

0 

(

佘

が

：小

.著

の

同

.處

趂

前

R

於

.
て

0

し

た

令

町

人

祉

僚

に

常

.
’の

雄

^ .
じ

た

 

る

'

«

實

：
^

就

て

は

氏

も

同

意

見

：

^

る

^

*

而

じ

^

余

ば

橡

の

誤

解

す

る

如

ぐ

： ^
乙

.
の

町

人

の

常

が

直

換

，

2

1
ら

 

_

熟

霧

你

を

侧

壊

し

以

で

1 ;
簾

新

肇

命

の

立

、役

# :
ど

f

b

s

f

述

.ベ

し

*

贫

’し

)

ニ

.

.

.
職

猪

#

氏

は

.
，
、

 

甽
廳
新
の
以
て
卞
勝
贫
艺

± ;
. •§

:

政

.治

.的

變

苹

S

す

る

乙

V
J
.

 

V

J
以

て

•自

-家

-
獨

劍

の

.新

說

の

如

く

见

惟

せ

ら

る

 

、

様

に

，見

ぅ

け

ら

る

/

、が

，
’
、
.

佘

.は

之

：
に

，
就
.て

第

一

に

不

见

. »
に

见

.ふ

.
處

な

り

。

余

は

小

學

_校

を

3 |
1

^

に

.て

了

え

、

中

 

舉

校

も

叉

：束

簾

に

於

て

終

え

.
た

.る

.

#

な

.
る

.が

、

わ

れ

■ら

が

仑

れ

：ら

k

於

て

學

び

た

る

_

定

敎

’科

#

父

は

檢

宠

敎

科

#

 

の

‘
類

は

、

r

切

悉

ぐ

皆

‘わ

’
れ

ら

に

.敎

‘ふ

，
.る

^

叽

治

維

'新

を

以

'て

「

政

治

：上

.
の

.，大

變

华

」

な

6

<

說

气

曾

て

■一

 

も

之

を

 

以

て

「

緻

濟

革

命

」

f

 

V
J

敎

へ

し

も
-

1

な

し

.0
3

れ
ば

•会

の

如

き

估

V
久

し

ぐ
明

治

維

新

V
J
.以

て

政

察

ル

叩

s

A

v
 V

J

 

の

琺

純

な

る

3 1
1

京

式

敎

背

.の

結

粜

を

赖

乔

み

に

し

來

6

じ

が

、

偶

々

H

本

經

濟

史

の

S

究

に

常

り

て

、
實

は

仑

の

「

政

 

洽

l

L-
i

の

f t
行

せ

ら

れ

i

柢

に

ば

、
、

.

.

實

^

» :
麵

社

會

潘

の

.必

然

的

命

數

^ .
存

在

せ

る

事

赏

を

詉

む

る

に

至

6

 

:

し

#

办

f

c

u

で

、

f

の

•說

#

は

小

薪

^ '
於

て

、

k

.
0 1
他

の

拙

稿

に

於

て

-企

て

た

る

，.、

前

榀

猪

谷

氏

の

說

W

全

く

軌

を

 

ー.ば

ぜ

^ :
を

乙

ろ

の

も

( 7
)

;
な

6

。

..
)

た

く

余

は

仑

の

小

著

に

於

：
て

a :
、

'

.

«

ら

所

謂

『
元

_

時

代

』

，を

研

究

し

た

る

も

.の

に

 

し

：で

.、
未

怒

以

て

'『

簌

宋

維

新

』

の

.唯

物

史

«

を

論

證

し

た

‘る

者

^

非

れ

ば

、

小

著

^

於

.で

|]
)

|
治

維

新

に

言

及

し

た

る

#

.

は

ま

1

片
の
文
辭
の
み
。
而
も
猪
谷
氏
にあ

-
®
'

て
は
、
乙
の1

片
の
文
辭
を
3

ら
に
卒
解
し
て
、
折
角
佘
の
說 

4

ビ
こ
.ろ
を
：誤
4

記
さ
れ
.
た
る
は
、
余
の
た
め
に
も
、氏
の
た
め
に
甚
だ
遺
慽
を
表
さ
ざ
る
を

#

ず
。
乞
ふ
、
#

く 

:ば
«

び
小
著
を
改
め
.
て
、
全
篇
序
を
追
ふ
て
熟
«

吟
味
せ
ら
れ
：、以
て
佘
.が
說
く
ビ
乙
'̂

の
.眞
意
を
，玴
懈
せ
ら
れ
ょ
：。

-

:
.

'I 
-

:

吗

.

.

 

V. 

.

.

.

.

.

.
-

:
. 

: 

-

:V:

余
*
辩s;

卒
T
,
H
.
ふ
.ど
，ー
づ
の
舊.事
を
想
鹉
せ
.ぅ
，!0
仑
は
农
し
か
大
正
十
五
牟
の
早
漭
め
頃
の
事
な
り
さ
。
余
偶 

々
：
旅

に

出

^

、
,

嫌

次
 

一
口 

違
な
‘る
向
窓
.の
*
:を
訪
れ
し
事
あ
ぅ
。
志
贲
氏S
.
Sふ
隱
れ
知
る
クロ

 

f

キ

、

ソ 

研
究
.の
篤
學
.の
士
、M

i
。
.
：
そ

，
の

時

、
.
.

志
貴
氏
に
ょ
夕
て
含
示さ
れ
.穴
る
I

地
に
於
て
刊
行
せ
ら
る
、

『

新
愛
知』 

■
ず
る
U
,地
方
新
聞
-な
.々
&
。
そ
こ
.に
小
著
^
對
す
る
羅
池
な
に
が
し
氏

(

甚
だ
失
禮
な
'れ
ざ
も
そ
の
名
を
ハ
ッ 

キ
リ
6
覺
.え
&
ち
ず)

.

.の
批
，評
の
.一
文
t
見
た
.る
.な
々
。
そ
れ
ば
槭.め
て
長
文
.な
る
且
.懇
切
な
.
.る
も
の
.
な

々

き

。
.
金 

n 

最

.
*
.
.

:?
>
.
.
l
.

,
.
,&
».
*■
八

.
十 

行
化
苴
づ
セ
は
雛
：々V」

し
て
_
諧
.の
辭
を
以
.て
む
、

「

营
て
力
'丨
ラ
ィ

,
が
經
» ;
¥

^

&て
最
も
|©
き
陰
鱗
な
る
^
|?
1
] 

.
%
へ
る
け
、

4
は
じ
め
^
經
濟
#
も
亦
明
^
學
|
^
$な
，る
^
至
，れ
.
41_
,
|
.
ズ
い
ふ
意
-味
の•途
方
％
な
き
次
辭
を 

以
.
.て
常
時
の
.年
少
者
を
®
か
し
た
る
-が
：s

ょ

^

^

第
一
ー
段̂

入
る
や
-、.

て̂
と
し
て
.
>以
卞
淌
々
.
.令
三
個
の
»
に
. 

就
さ
て
異
論
を
枞
げ
ち
れ
た.る
を
觅
た
る
記
憶
あ6

。

而

し

，
て

そ

の

.

三
個
の
興
論
の一

つ
が
實
k
,乙
の
猪
谷
氏
式
の 

批
評
な
6
き
。
.即
ち
馬
池
氏
の
批
評
ド從.：

へ
：
ば

.
、

余

の

.
封

建

制

度

崩

.壊

論

は

，
、
，
.

一
體
m
命
進
化
說
k
從
.ふ
も
の
f

 

や
、，
革
命
突
變
説
忙
從
ぶ
も.
.の
な
，る
や
分
明‘せ
ず
、
從
，.つ
て
來
し
て
封
建
制
度
の
崩
壊
に
對
じ
，て
碯(£
1
た
る
所
見
’あ 

る
や
否
f
疑
し
t
v>

.

.

ふ
意
味
'
.の
も
め
凌
ゲ
。
..
:

.

_

‘

_

替

聖

潘.
(

1
1

1

九)

封
姐
制
鹿
の
崩
壊
ミ
維
新
革
命
に
關
す
る

一

興
論 

浓

八

挪

3
0



s

:

f

_
 

(I. 

一
二
©)

，封
歡
製
の
鲥
壞
ミ
緇
新
取
命
に
關
す
る
ー
典
靝 

璐
A

媿 

ー0
四 

芯
當
_

佘
_

>

命
の
小
蓊
&;
§

そ
ー.

1

泛
こ
の
種
の
卒
識
.ビ
誤
解
ビ
を
致
す
の
人
あ
ら
む
こ
ご
を
危
み
ゐ
だ
れ
ば
、

^

の
曲
-解
，̂;
對
し
で
：も
.敢V

.

答
ふ
：，み
.必
®

^

t

め
、ず
^
/fi

惟
U

、
•
爾
來〕

今
!̂

に
；至
«

*

で
そ
：の
ま
、
に
過
し
來
ぅ
し 

.

が
、「

4

猪
谷
氏
ゆ
同
じ
卒
鑛
^

»

61

セ
、
^

^

.
序
し
*

1|

か
，想
«

ね
た
.
る
，̂.
ょ

ヶ

併

せ

記

し
:̂

對

照

の

.

.
便

.
:
:
:余
^

以
.て

本

机

ば

：
、

茁

命

は

冷

龜

說

ビ

か

»

袋

ミ

か>
とl

v

定
の
M

に
入4

.

て
：
論.：ず
べ
-
き
；4

の
代
非
ガ
、ヒ
得
考
'

す
：。‘
革命のみな，ち
ず
の
：祓雜な我社

*

«
,象

，
を

取

だ

.
サ
片
の
：
法

®！
法
則
の
，下
に
.
1

せ
む
‘ミ
し
、
或

ば

一

つ
. 

e

M

k

.抓
入
U

K

之
.を
敍
：述
せ
む
：
’
w

f

 

は
'全
然
：不
可
能
な
6

。
，祉
會
は
.飴
シ
-
棒

^
.
は

罪

る

な

气

時

に

着
 

し〗

て

成

れ

る

：
慚

«
,
的

雄

命

も

、
あ

、
る

>
べ
、-
>
。
、
又

時

け

は

，
全

然

無

：
計

_

次
る
.突
發
事
件
ズ
6

し
‘
て
太
雄
命
を
誘
發
し
.た
：奋 

事
も
.あ
.奋
.べ
，し
!0
.
.而
も
大
方
.は
進
化
の
段
階
'*

踏
み
.
_た
る
芾
命
の
、機
述
あ
>

て
、
之
：が
"
何
ら
'か
の
.
S

J.
C

ょ
：4

突
.

發
的
k-
.

«
行
せ
f

Q

S

も
.
の
、
如

し
.0

明
治
*

新
の
如
さ
«

今
の
.
‘
ー：好
例
^

し
て
.
、
全
ぐ
こ
の
.兩
說
の
併
;)
]
さ
れ
た 

I

,

の
€-
.
 s

ふ
べ
ぐ
.
、
• 

s

m

i

s

i

s

s

t

,

-

そ
.
は
!]
)
|
治
«

新
の
-革
命
を
錄
ン
棒
揪
.
R
す
-
る
，な̂

も
#

、

.系
れ
.

V」

進
化
說V

J

す
-
る
に
：は
.、
.之
亦
»

洛
^

も
カ
：說
ま
.る
.
、
如
く
不
和
應
0

^

の
.岑
な
；4

べ
し
.

0
冷
れ
.ば
，金 

は
こ
.、の
際
兩
說
を
-採
州
じ
.
て
、
革
命
の
.，機
輝
ば
..射
鈕
«:

龠
の
.

«
熟

,«

廢
备
の
も
-
の
く
中
^

_

成
せ
.ら
.れ
'た
6

。
さ
れ
'

'̂

之
を
振
ひ
落
し
た
る
’
は
全
く
別
個
外
來
の
風
カ
の
み
.。
而
も
f

の
風
力
は
、
そ
の
時
、
そ
の
場
所
^
突
如
ど
し
て 

發
si

し
た
.
る
も
の
な
A

、
、/

」

の
，意
味
を
述
べ
た
'
る
：な
$

。
余
.は
狱
谷
氏
^

對

し

て

、
辯

解

す

る

^

同

時

^

'

尾

池

总

化 

對

し

て

も

こ
.
, 0

,說

.明

. ?
:

.送
4

し

て

^

の. R

け
る

，ど

こ
.々

の
眞
*

を

.了

解

せ
ら

れ

むZ

ビ

を

欲

す

る

•
者

な

A

V

O
 

‘

.
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.

.
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.
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. 

- 
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-
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，
..._ 

て
：
レ
(..

'
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.. 

'. 

. 

.

-

-

-
I
f
e
m
. ニ.i.
.
_
.
■:
£
-
.
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.
-
-
r 

■

-
-
-
-
-
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一一
 

_

」

一ib 
-
-
-
=
=
-
1 

j 
j 

ニ
 

. 

. 

.

.

.

.

.. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

I

か
く
の
'如
く
し
て
'
、
余
ば
遂
R

、'
猪
谷
氏
•が
異
論
な
6
 V

J

指
摘
‘せ
ら
れ
た
る
處
の
、
封
«
刺
靡
の
崩
墩
ビ
維
新
苹 

命
过
^

關
ず
る
金
办
所
說
せ
、
猪#
^

.
の
.論
法
ぎ
.
は
、7
ぐ
0 .

货
_
.
か
>
^
规̂

V
J
.

こ
ろ
な
.ぎ

同

‘.稱

の

も

の

な

る

こ

ど

を

發 

見
し
指
る
.な

明

治

綃

新

の
.
直
接
«

因
を
急
變
的
政
治
的
要
素
纪
求
め
、
而
も
，全
の

「

政
治
难
命
.

」
を
誘
襟
し
た
.る 

機
運
を
封
纽
社
會0 ;
向
然
^ -
-胁
壊
過
程
の
間
接
的
動.因
，̂
說
肌
せ
び
/
/

」

す
る
z V

J
^

於
'
で

ね

れ

ら

が

唯

物

觅

舰

<£
'
同 

1

の

立
- %
^

立

て
3

。
：
氏

が

「

.服

ず

る‘.？

は̂'
來

ぬ'」

ど
述
，べ
ら
れ
し
處
の
所.說
は
、
赀
圖
ら
ん
や
、
氏
がa

ら
滔
.分 

說
述
ぜ
ふ
f

 

■

見
解
^

の
を
の
，な
§

袅
。
S

れ
ば
氏
も̂

の「

興
論
1
を

稱
へ
.
ら

れた
る
•
あV

J

、|||
1

ち
に「

任
意
に 

弗
し
て
强
制
が
支
酡
じ
パ
合
现
汶
非
讲
し
で
無
现
の
榄
行
す
る
社
龠
は
第
三
階
級
の
營
利
篇
動
に
隞
播
が
多
ぃ
。 

大
都
會
€

菝
商
が
慕
府
諸
太
名
に
食
ひ
所
は
下
層
武
击
階
級
の
.
感
惝
^ :

一：
脈
の
相
•通
ず
.る
.
W

が
あ
っ
た
0 .

で
.あ
$ .
。
. 

故
^

成
展
紙
役̂
-
I f

じ
封
^

的
齋
本
、玉
義?

0

が
.
常

取

の

爲

代

流

通

：せ

ぢ

れ

討

#

^

W

宜
：?:'
與
へ
.
た
の
.
は
必
ず
し
も 

僩
然
で
は
な
い」

(

五

六
1 :
')

.
ど
平
氣
で
述
べ
ら
れ
し
な
：な
。
た

V

こ
れ
に
»

し
て
は
、
さ
ら
に
巾
譯
的
說
明
を
加
へ
ら 

れ
た
る
.が̂

a

^

m

M
一
 

機
^;
*

新
: ^

命
^

關
す
§.

氏
の
' 

速
斷
ヾ」

共
^

身
ら
^

深
1]
]
:
に
_
十
分
.吟
缺
せ
ら
る
ベ
&

處
ヾ」 

信
^

。.：

氏
が
明
治
維
新
の「

政
洽
浓
命」

を
說
く
祺
念
に
し
て
、
余A

に
他
の
.
.動
因
£

見
る
ミ
ミ
を
嫌
惡
す
る
；の1

度 

5T
-
V
Jら
れ
し
は
、
氏.
の
い
ふ
-

こ
み
^

史
^

^

忠
货
贫
^

べ
し
ビ
の
持̂

^

邮
^ .

て
’
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